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同窓会アパートメント
－大学同窓会の再評価による新しいコミュニティのかたち－

同窓生と街で出会ったとき、初めて会うのに親しい気持ちになるのはどうしてだろう。

本提案は「同窓生」という人々のつながりに着目し、生活に直接関わる共同体として再評価した集合住宅である。

同窓生と暮らすという選択肢が、現代社会を照らす新たなスタンダードとなることを目指して。

「誰と」住むか選べない集合住宅

背景 提案  

金城学院大学 生活環境学部同窓会建築計画

「同窓生と」暮らす新しい選択肢 窓の共有と窓辺空間の形成設計手法

敷地形状に沿って配置した細長い空間 共用空間から窓を離し、窓辺をつくる
金城坂を取り込み通学路を拡張する

共用空間を窓辺空間へ広げ、建築の境界を曖昧にする
共用空間の賑わいが窓辺に反映される

通学路

同一方向に配列した住戸
中央の居室を窓辺が挟む

窓辺と居室を障子状の折れ戸で仕切る
居室に水回り、キッチンを配置

この部屋だけで生活が完結できるようにする
住戸から窓を離し、窓を共有する
個人の暮らしが窓辺に反映される

1住戸
窓辺

窓辺

窓辺

窓辺
居室

■1 階共用空間／曖昧になる通学路とアパートメント

■2,3 階居住空間／個人の暮らしが反映される窓辺空間

共用空間 共用空間 共用空間

窓辺

同窓生と窓

窓の共有＝住環境の共有

光

熱環境

風

音眺望

にぎわい

同窓生の由来：「同じ窓辺で勉学に励んだ者達」
同窓生にとっての窓・窓辺空間＝共有の象徴

雪あかり

勉学に励む

自分の窓の開閉が、他者の暮らしに影響を与える

生活環境学部同窓生

在学生

金城学院大学

生活環境学部生

大学受験生

地域（守山区大森）

高齢者施設

高齢同窓生学部在学生

カフェ・調理室工房 ギャラリー図書コーナー

住む住む

信頼関係
集団的連帯感

勉強する・一人で過ごす みんなでつくる 食べる　みんなでつくる展示する・作品をみる

65 歳以上

１F：学部の特徴を持つ共用空間

駐在・見守り

近隣施設との連携

大学の PR

雇用
地域の居場所

在学生との交流

高齢者

住居の提供

雇用
新しい居場所

通学路の拡張

住居の提供

経営

共用空間の
企画・運営、学びの場

学校以外の
新しい居場所

同窓会アパートメント 生活環境学部同窓会
事務局

２・３F：居住空間

食環生 食環 生 食環

食…食環境栄養学科 生…生活マネジメント学科 環…環境デザイン学科

大学と地域の結節点としての同窓会アパートメント

世代

地域

所属

共用部

住戸住戸 住戸

集合住宅の閉鎖性を招いている
のではないだろうか。

集まって住んでいるのに、誰と住むかは
自動的に決まってしまう一般的な集合住宅

同窓生と暮らす住空間の可能性

本提案では、ケーススタディとして金城学院大学生活環境学部同窓会（食環境栄養学科・環境デザイン学科・生
活マネジメント学科）を対象に同窓会アパートメントを計画する。敷地は金城学院大学と大学最寄駅の中間地点
にある住宅街の一角にあり、日常的に金城生と地域住民が行き交う通学路に面している。通学路は通称「金城坂」
とも呼ばれ学生に親しまれている一方で、道幅が狭く通学・帰宅ラッシュ時には混雑してしまう問題がある。

（m）

（m）

金城学院大学

大森・金城学院前駅

計画敷地

○混雑する西側通学路

○金城生に親しまれる「金城坂」

敷地：名古屋市守山区大森

共用部

住戸住戸 住戸

個人の暮らしを共用部に
反映させることができる同窓生

在学生 高齢同窓生
65 歳以上

学校空間・文化の
集合的記憶の共有による
信頼関係・集団的連帯感

65 歳以上の単独世帯の推移

厚生労働省「2021 年他国民生活基礎調査」より作成

世帯数
（百万世帯）

（年）

20 年間で約２倍以上

厚生労働省「国民生活基礎調査」によ
ると、65 歳以上の単独世帯数は 2001 年
から 2021 年までの 20 年間で２倍以上
に増加している。高齢者の一人暮らし
は孤独死や認知症の進行など様々なリ
スクにつながるため、これからの社会
に対応しうる新たな暮らし方やコミュ
ニティのあり方を考える必要がある。

増え続ける高齢者単独世帯 過去の思い出で多世代がつながる同窓生

再起的社会化

学校文化の
集合的記憶

思い出を振り返る
再構築をおこなう

世代を超えて広がる同窓生意識共有する

出所：黄順姫 (2006)『同窓会の社会学　学校的身体文化・信頼・ネットワーク』

黄順姫（2006）は同窓生のつながりについて、過去の学校空間・文化の共有
意識＝「学校文化の集合的記憶」が同窓生間に世代を超えたつながりを形成
し、信頼関係を生み出す基盤としての役割を果たすと分している。

私たちは日々、窓の開閉によって内外
の様々な環境を調節している。窓を共
有することで一人ひとりの住環境が共
用部に反映され、窓を通して他者との
関わりを見出すことができる。

同窓生の関係性を生かした暮らし

この学部は食環境栄養学科、環境デザイン学科、生活マネジメント学科の３学科からなり、衣食住に関わる専門知識や技術を学ぶことができる。同窓会の設立は 2001
年だが、学部自体の設立は家政学部時代も合わせると 1962 年と歴史は古く、多くの同窓生を輩出している。
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通学路の拡張

共用空間内の
アクティビティが反映

段差と窓辺の凹凸で緩やかに
仕切られる共用空間

取り込まれる金城坂

対峙する窓を操作できる

３階平面図　S＝１：３００

空間のプライベート性

専有部 1
水回り

低
専有部２
居室

専有部３
窓辺空間

共用部
窓辺空間

両上げ下げ窓　
共用空間の窓は、主に人の通行や出入りの多い調理室、カフェ、工房前の窓辺ではそこから人も出入りすることのできる引き違い窓とし、作業や展示などで

使用される図書コーナー、ギャラリーの窓辺では開閉幅が上下で変更できる両上げ下げ窓とする。
ギャラリー
図書コーナー

カフェ
調理室
工房

引き違い窓

突き出し窓　
住戸の窓は解放時でも雨が室内に入らない突き出し窓とする。ハンドルオペレーターで窓と対峙する住戸の住

人が操作できる。他種類の窓と比べて通風は劣るが、窓の配置や吹き抜けによる高低差で空気の流れをつくる。

自分の窓からの外部環境

他者の窓からの外部環境

他者の生活の気配

1 階共用空間のにぎわい

西側通学路 共用空間窓辺

窓辺
（専有部３） 居室

障子状の折戸

東側通学路共用空間 窓辺

窓辺
（共用部）居室

高

敷地に沿うように床レベルを設定
レベル差で緩やかに空間を仕切り、身体的に地形を感じながら生活する

図書コーナー
工房 ギャラリー カフェ

調理室

2,3 階　居住空間
大学方面

駅方面学生の利用　多

地域住民の利用　多

共用空間における利用者の多さや賑やかさによって
天井高を変化させることで居住空間との距離を調節する

自分の窓を開閉して
共用空間内の環境を調節

1 階利用者

住人

共用空間に直接的に
働きかける

■共用部の窓辺…積極的な空間の共有

■専有部の窓辺…受動的な環境の共有

他者との関わりを見出す「窓の共有」

積極的な空間の共有

受動的な環境の共有

1 階より吹き抜けをみる

専有部の窓辺

共用部の窓辺


